
風景デザインアワードとは、「規範」となる風
景の発見をめざし、風景デザイン研究会が年
に１回独自に風景を選出する取組みです。他
地域では知られていない風景の、多様な価値
を見出し、保全を支援し、もって優良な風景
とその観方を社会に広く共有することを目的
とします。

募集期間：2019 年 12 月 19 日（木）～ 2020 年３月６日（金）
選  考  会 ：2020 年３月 26日（木）　九州大学西新プラザ
講  評  会 ：2020 年５月 16日（土）　九州大学西新プラザ
募集方法：詳細及び応募様式はホームページをご確認ください。
　　　　　https://fukei-design-award.amebaownd.com/
お問合せ：風景デザインアワード事務局　井口　（　inokuchi●step-i.co.jp　）
　　　　　●を@に変更してご利用ください。

風景デザインアワードとは

第３回風景デザインアワード
募集のお知らせ



・無名の風景の発見
・畑とため池のユニットとしての美しさ
・風景の保全と持続の支援

東彼杵の農業景観　（長崎県東彼杵町中岳郷） けやき通り　（福岡県福岡市） やまなみハイウェイ　（大分県　熊本県）

沖縄の河川の石積み　（沖縄県） 縫ノ池　（佐賀県杵島群白石町） 宮崎海岸　（宮崎県宮崎市・日向市）

玉島川　（佐賀県唐津市） 裂田の溝　（福岡県那珂川市） 遠賀川直方の水辺にかかる潜り橋　（福岡県直方市）

・都市の骨格としてのイメージを形成
・住民による維持と魅力の肉付け
・都市デザインの規範として位置づけられる

・景観保全の創意工夫がなされている
・九州の背骨として移動そのものを観光化
・地域主体の景観づくりの規範的風景

・地場産素材の使用をルール化
・他地域への応用においては議論を有する
・景観的配慮における重要な論点の提起

・農業集落の規範的美しい風景
・地域に根差して 800 年景観が続いている
・風景が人々の心を育てていると言える

・神事と風景の関係性
・生物の生息環境の改善
・今後の対策による促進効果への期待

・花崗岩由来の砂河川の風景が保たれている
・水質と水産資源が維持されている
・万葉集の時代から人と河川の繋がりが継続

「規範」となる風景の発見を目指す取り組みであるため、風景として素晴らしいことが最重要となります。担い手や物語は、風景を形成する
理由として重要な要素ですがあくまで補足的評価事項です。風景自体が素晴らしいことが最も重要となるため、その点を説明していただく
ことが評価につながります。これに加え、守るべき価値があるか、新しい発見があるか、風景としてその地に馴染んでいるか、といった項
目も評価の視点となります。

「風景として素晴らしいこと」

・歴史的価値
・1600 年以上平面形状が維持されている
・水路として現役で活躍している

・自然に逆らわない河川伝統工法
・洪水により何度流失しても復旧される
・水辺の生き物と直接触れ合える場

受賞事例と評価の勘どころ
第２回風景デザインアワードの受賞内容を通して


